
国語 １　スピーチをする（書道パフォーマンス）
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　「話すこと・聞くこと」の学習では，小学校での学習を踏まえた上で，何のために話したり
聞いたり話し合ったりするのかという意識を常にもち，場面や状況を考えた話し方や聞き方を
身に付ける必要がある。スピーチなどの言語活動を行う際には，話し手は，取材した材料や具
体的な事実，自分の考えや意見などをどのように配列して話の全体を構成するかを考えたり，
文末表現などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりすることが大切であ
る。さらに，聞き手の人数や立場，年齢構成，会場の広さ等を踏まえて話し方を工夫すること
も大切である。話の要点を明らかにし聞き手に分かりやすくするためには，資料や機器などを
活用して話すことも考えられる。その際，グラフや表，写真や図など，どのような資料を用い
ると聞き手の理解を深めることができるのかを考え，必要に応じてコンピュータなどのＩＣＴ
機器を活用して話すことも効果的である。その上で，国語科で培ったこれらの言語能力を各教
科等の学習や生活の中で生かそうとする意識をもち，自らの実践へとつなげることが重要である。
　本問では，中学生に対して，卒業生である高校生がスピーチを行う場面を設定した。動画を
効果的に活用した話し方について考えたり，相手の話に対するお礼の言葉としてふさわしい内
容や言葉遣いで話したりすることに加え，話の中に出てきた「中学校の授業で学んだ行書の特
徴」について考えることを求めている。
　なお，設問二は，平成29年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語A９六２（正答率　63. 9％）
において，行書の特徴についての理解に課題が見られたことを踏まえて出題したものである。

１．出題の趣旨

・　 資料や機器などを効果的に活用した話し方について理解すること
・　 行書の特徴を理解すること
・　 自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように工夫して話すこと

-7-



２．調査問題の活用に当たって
　 設問三　の趣旨を生かした学習指導の工夫

　■学習指導要領における領域・内容
　　〔第１学年〕　 Ａ　話すこと・聞くこと
　　　イ	　全体と部分，事実と意見との関係に注意して話を構成し，相手の反応を踏まえながら

話すこと。	 《話すこと》

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連
〔第１学年〕　 Ａ　話すこと・聞くこと
　　ア	　日常生活の中の話題について報告や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をした

りすること。

（１）言語活動を通した学習指導の工夫について
〇	　第１学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（1）イについて，日常生活の中の話題について報告
や紹介をしたり，それらを聞いて質問や助言をしたりする言語活動を通して指導する際には，
伝える事柄や事実と，それに対する自分の考えや感想などとの関係に注意して話すように指
導することが大切である。また，何のために報告したり紹介したりするのかという目的や，
相手はその話題についてどのような点に関心があり，どのような情報を既にもっているかな
どの状況によって，報告や紹介の仕方が変わってくることに留意するように指導することも
重要である。実際に報告したり紹介したりする場面では，聞き手から質間したり，内容や伝
え方について助言し合ったりする場を設け，表現の仕方や聞き方を互いに学び合うことがで
きるように指導することが大切である。

〇　指導に当たっては，以下のものも参考になる。
・　平成22年度【中学校】授業アイディア例 P. ５「作成した資料を目的や相手に応じて再
構成し，その理由を説明することができるようにする。」
・　平成22年度【中学校】報告書 P. 169「作成した資料を目的や相手に応じて再構成し，そ
の理由を説明することができるようにする。」
・　４年間のまとめ【中学校編】 P. 88「作成した資料を目的や相手に応じて再構成し，そ
の理由を説明することができるようにする。」
・　平成30年度【中学校】授業アイディア例 P．７～P．８「テーマに沿って，調べたことや
考えたことを発表しよう」
・　言語活動事例集【中学校版】P. 19～P. 20「『体験入部』の報告をしよう」
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（２）授業アイディア例について
〇	　授業アイディア例 I では，卒業生である高校生のスピーチ（【橋本さんの話】）を聞いて，
　　	そのスピーチに対するお礼の言葉を述べるという本設問の場面設定を活用した授業アイディ
ア例を示した。スピーチから分かったことと，自分の感じたことや考えたことに留意して話
を構成したり，何名がお礼の言葉を述べるのかという点に配慮しながら話の内容を工夫した
りすることを通して，目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自
分の考えが相手に分かりやすく伝わるように話す力を身に付けることをねらいとする。

〇 	　授業アイディア例Ⅱでは，新入生に対して中学校生活の魅力を紹介するためにスピーチを
するという言語活動を取り入れた授業アイディア例を示した。新入生に紹介したい内容を付
箋に書き出し，グループごとに複数の構成案について検討したり，学級でスピーチのリハーサ
ルを行ったりすることを通して，目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を
構成し，自分の考えが相手に分かりやすく伝わるように話す力を身に付けることをねらいと
する。
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授業アイディア例 I

【指導のねらい】
　目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自分の考えが相手に
分かりやすく伝わるように話すことができるようにする。

【授業アイディア例】
教　材 ●　令和 2 年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語１

学習の流れ

第１時
①　学習の見通しをもつ。

　スピーチに対するお礼の言葉を考えてみましょう。スピーチから分かったことと，
自分の感じたことや考えたことが分かりやすく伝わるように，話の構成や文末表現な
どを工夫しましょう。

教　師
②	　令和２年度全国学力・学習状況調査【中学校】国語１を読み，どのような場面や状況
かを確認する。

　※	　スピーチをする人を決め，【橋本さんの話】に基づいて実際にスピーチをしたり，インターネット
を活用して，書道パフォーマンスの動画を視聴したりすることも考えられる。

③　　【橋本さんの話】に対するお礼の言葉を考え，各自でノートにメモする。
　〔Ａさんのメモ〕	 　 　〔Ｂさんのメモ〕	　　　　　　〔Ｃさんのメモ〕

Ａさん

Ｂさん

Ｃさん

④　③で書いたお礼の言葉をグループで検討する。
〔検討している場面の例〕
　

　私も高校で書道部に入りたいと考えましたが、それは【橋本さんの話】にある「メ
ンバー全員で力を合わせ」ることがすばらしいと思ったからです。印象に残った書道
の道具のことより，Bさんや Cさんのように「メンバー全員で力を合わせ」ることを
取り上げた方が私の考えが伝わりやすいと思ったので，修正しようと思います。

　「メンバー全員で力を合わせ」ることを取り上げたのは，私が【橋本さんの話】の中で
最も共感したことであり，「橋本さん」が聞き手に伝えたいことだと思ったからです。
　ところで，私は自分が考えたことを先に述べましたが，ＡさんやCさんのように，【橋
本さんの話】から分かったことを先に述べた方がよいのでしょうか。

　Ｂさんは，先に自分の考えを示した上で，それを実現するためには何が大切なのか
を【橋本さんの話】と関連させて述べているのですね。そのことが分かるので，Ｂさ
んのような話の構成もよいと思います。
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【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イを指導することを
想定した授業の流れを示している。設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる
場合には，③，④に示したように，これまでに学習したことを想起し，スピーチから分かっ
たことと，自分の感じたことや考えたことをどのように配列して話の全体を構成するかを
考えたり，文末表現などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりするよ
うに指導するとよい。第３学年の評価に当たっては，③～⑥で，場の状況に応じた話し方
ができているかについて，ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして
評価することが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問三で取り上げた指導事項について指導する場合には，③，④を中心に
授業を行い，ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価すること
が考えられる。

○	　第２学年で，設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，③，④を
中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イの指導事項
を取り上げ，論理的で分かりやすい話の構成や展開の工夫について考えるように指導し，
ノートに書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが考えられる。

第２時
⑤ 	　お礼の言葉を述べる状況が異なる場合に留意すべきことを各自でノートに書き，グルー
プで検討する。

　代表の生徒一人がお礼の言葉を述べるのではなく，一人のスピーチに対して複数
の人がお礼の言葉を述べる場合には，どのようなことに留意する必要があるでしょ
うか。

〔検討している場面の例〕

　複数の人がお礼の言葉を述べる場合には，自分より前に話した人と全く同じ内容に
ならないように気を付ける必要があると思います。

　前の人と同じ内容を述べる際には，「○○さんの話と重なりますが」などの前置き
をして，重複する部分があることに触れながら話すとよいのではないでしょうか。

　一人一人が端的に述べ，全体の時間が長くなり過ぎないように留意することも必要
だと思います。

⑥　④，⑤で検討したことを踏まえ，グループ内でお礼の言葉を述べる。
⑦　学習を振り返る。
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　　スピーチの題材の例
●　各教科等の紹介
●　学校行事の紹介
●　部活動の紹介
　　　　　　　　　　　など

　新入生に対して，中学校生活の魅力を紹介するためにスピーチをします。グループ
ごとに題材を選び，紹介する内容を考えたり，話の構成について検討したりしなが
ら，５分程度のスピーチにまとめましょう。

１週間の時間割。中学校で学習する各教科等
の名称。

学校図書館を活用したり，イン
ターネットで情報を検索したりす
る学習があること。

各教科担当の先生の紹介。
教科書が小学校より比較的
厚くなること。

総合的な学習の時間では，学
年ごとに特色ある学習をしてい
ること。

タブレットPCを使って資料を見	
たり，互いの考えを交流したり
する学習があること。

国語や外国語などの学習で，
辞書を頻繁に活 用すること。

　複数の構成案を考え，比較しながら検討しましょう。また，自分たちの思いや考
えを青色の付箋に書いて加えたり，提示する資料が必要かどうかについて考えたり
しましょう。

　授業を楽しみにしていてほしい
というメッセージ。

各教 科等の学習の楽しさや充
実感。

各教科担当の先生の紹介。

学校図書館を活用したり，イン
ターネットで情報を検索したりす
る学習があること。

国語や外国語などの学習で，
辞書を頻繁に活用すること。

＜構成案 B ＞

中学校で学習する各教科等
の名称が変わり，教科書も小
学校より比較的厚くなること。

各教科担当の先生の紹介。

１週間の時間割。

総合的な学習の時間では，学
年ごとに特色ある学習をしてい
ること。

授業アイディア例Ⅱ

【指導のねらい】
　目的や場面に応じて，事実と意見との関係に注意して話を構成し，自分の考えが相手に
分かりやすく伝わるように話すことができるようにする。

【授業アイディア例】
　　学習の流れ

　　第１時，第２時

①　 学習の見通しをもつ。

　教　師
②　新入生に紹介する題材をグループごとに一つ選ぶ。
③　紹介したい具体的な事柄を各自で付箋に書く。
　　〔「各教科等の紹介」についての例〕

④　 ③の付箋を基に，スピーチの構成についてグループで検討する。

　〔構成案の例〕
　　＜構成案 A ＞

　※　③，④について，ＩＣＴ機器を活用して学習することも考えられる。
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〔検討している場面の例〕
　＜構成案Ａ＞のように，自分たちの思いを最初に述べると，新入生に各教科等の学
習が中学校生活の魅力の一つだと印象付けることができると思います。また，学校図
書館やインターネットを活用した学習については，実際の写真を提示すると，様子が
伝わりやすいと思います。

　＜構成案Ｂ＞は，事前に出された二つの付箋について，「中学校で学習する各教科
等の名称が変わり，教科書も小学校より比較的厚くなること。」とまとめていて，小
学校の学習との違いを比較しやすくてよいと思います。しかし，魅力を伝えるという
目的を考えると，この内容で十分でしょうか。

　魅力をより具体的に伝えるために，各教科の先生にそれぞれの教科の面白さについ
て取材し，　「各教科担当の先生の紹介。」に加えてはどうでしょうか。そうすること
で，＜構成案Ａ＞も＜構成案Ｂ＞も目的に沿った内容になります。

第３時

⑤	　④で考えた複数の構成案に基づいてグループ内でスピーチをし，どの構成案を採用する
のかを決める。

　複数の構成案に基づいてグループ内でスピーチをし，どの構成案を
採用するのかを決めましょう。その際，聞き手が新入生であることを
意識した話し方を工夫しましょう。

第４時
⑥	　学級でスピーチのリハーサルを行い，よい点や改善点について他のグループと交流し，
必要に応じて自分たちのスピーチを修正する。

⑦　学習を振り返る。
　※　①～⑦の学習後に実際に新入生にスピーチをする。

【活用のポイント】
○	　本授業アイディア例は，第３学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イを指導することを
想定した授業の流れを示している。設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる
場合には，③～⑤に示したように，これまでに学習したことを想起し，紹介したい事柄と
自分たちの思いや考えをどのように配列して話の全体を構成するかを考えたり，文末表現
などにも注意して事実と意見との関係を明らかにして話したりするように指導するとよ
い。第３学年の評価に当たっては，③～⑥で，場の状況に応じた話し方ができているかに
ついて，グループでの検討の様子や学級でのリハーサルの様子などを基にして評価するこ
とが考えられる。

【他学年で活用する際のポイント】
○	　第１学年で，設問三で取り上げた指導事項について指導する場合には，③～⑤を中心に
授業を行い，付箋に書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが
考えられる。

○	　 第２学年で，設問三で取り上げた指導事項の定着に課題が見られる場合には，③～⑤を
中心に授業を行うとよい。また，第２学年「Ａ　話すこと・聞くこと」（１）イの指導事項
を取り上げ，論理的で分かりやすい話の構成や展開の工夫について考えるように指導し，
付箋に書いた内容やグループでの検討の様子などを基にして評価することが考えられる。
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